
 

 

令和 4 年 2 月 18 日～28 日まで、青森県林政課と青森県産業技術センター林業研究所の

共催で、令和 3 年度青森県森林・林業・木材関係研究発表会を開催しました。今年度は新

型コロナウイルス感染症対策のため、オンライン配信による開催となりました。 

発表会では、林業研究所 6 名、東北森林管理局森林技術・支援センター1 名、県民局 1

名から最近の研究成果や取組状況について、また、5 地域の県民局から林業普及指導員の

活動状況について報告がありました。 

参加者は林業関係団体や行政機関などからの約 100 名で、発表内容に対する多くの質疑

や意見をいただき、関心の高さをうかがうことができました。 

 

 

 

 

 

青森の未来、技術でサポート 
青森県産業技術センター 

林業研究所 

発表内容 

① 青森県における特定母樹採種園の造成状況 

② 無花粉スギの苗木生産に向けた『種子』と『挿し木用穂木』の生産・配布 

③ 温暖化に対応した松くい虫被害ハザードマップの改訂 

④ 簡易的丸太測定のすすめ～要求性能を満たす製材品の効率的生産に向けて～ 

⑤ 林業普及指導員活動報告（5 件） 

⑥ 青森県三八地域における自伐型林業の推進に向けた取組 

⑦ 各種リモートセンシング技術による森林資源調査の精度・コスト検証-アカマツ林- 

⑧ ヒバ林復元プロジェクト（中間報告）～稚幼樹の動態と施業効果の検証～ 

⑨ 多目的造林機械の導入と実証試験 

令和 3年度青森県森林・林業・木材関係研究発表会（開催報告） 


